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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508581(P2012-508581A)
【公表日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-536505(P2011-536505)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/46    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１又は配列番号２のアミノ酸配列に対して少なくとも７５％の相同性を有する光
応答性イオンチャネルタンパク質であって、
当該イオンチャネルが、光パルスへの暴露後に長期化された伝導状態を示し、なおかつ、
前記タンパク質が、配列番号１のアミノ酸１２８に相当する位置におけるＣｙｓからＴｈ
ｒ、ＣｙｓからＡｌａ又はＣｙｓからＳｅｒへの置換、及び／又は、配列番号１のアミノ
酸１５６に相当する位置におけるＡｓｐからＡｓｎへの置換を含む、光応答性イオンチャ
ネルタンパク質。
【請求項２】
配列番号１のアミノ酸１２３に相当する位置におけるＧｌｕのアミノ酸置換、又は、配列
番号１のアミノ酸１３４に相当する位置におけるＨｉｓのアミノ酸置換、を更に含む、請
求項１に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質。
【請求項３】
光の短い１回のパルスによりゲートが開閉して活性状態になり、それと同時に、その光パ
ルスよりも有意に長いある期間にわたり活性状態が維持される、請求項１に記載の光応答
性イオンチャネルタンパク質。
【請求項４】
請求項１に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質をコードするヌクレオチド配列を含
む核酸。
【請求項５】
制御エレメントを更に含む、請求項４に記載の核酸。
【請求項６】
請求項１から３のいずれか一項に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質を発現する核
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酸配列を送達するためのベクターであって、請求項４又は５に記載の核酸を含むベクター
。
【請求項７】
前記ベクターが、レンチウイルスベクター又はアデノ随伴ウイルスベクターである、請求
項６に記載のベクター。
【請求項８】
ニューロンの活動電位をコントロールするためのシステムであって、当該システムは、運
搬装置、光源、及び制御装置を含み、
前記運搬装置は、トランスフェクション、形質導入及びマイクロインジェクションの１つ
によりイオンチャネルタンパク質をニューロンに運搬するために、請求項１に記載のタン
パク質又は請求項４に記載の核酸を含む、システム。
【請求項９】
前記光源が発光ダイオードである、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
前記核酸が遺伝子導入ベクターに含まれる、請求項８に記載のシステム。
【請求項１１】
前記遺伝子導入ベクターがレンチウイルスベクターである、請求項１０に記載のシステム
。
【請求項１２】
前記装置が埋め込み可能である、請求項８に記載のシステム。
【請求項１３】
前記核酸が、生物学的部位における脱水された材料または水溶性の材料中で供される、請
求項８に記載のシステム。
【請求項１４】
ｉｎ　ｖｉｖｏで標的細胞を刺激する方法で使用するための請求項１から３のいずれか一
項に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質であって、当該方法は、光応答性イオンチ
ャネルタンパク質を発現する標的細胞を光刺激に暴露することにより標的細胞を刺激する
ことを含む、光応答性イオンチャネルタンパク質。
【請求項１５】
前記標的細胞がニューロンである、請求項１４に記載の光応答性イオンチャネルタンパク
質。
【請求項１６】
前記刺激が、ニューロンの活動電位をコントロールすることを含む、請求項１５に記載の
光応答性イオンチャネルタンパク質。
【請求項１７】
ｉｎ　ｖｉｖｏで標的細胞を刺激する方法で使用するための請求項１から３のいずれか一
項に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質をコードする核酸であって、当該方法は、
光応答性イオンチャネルタンパク質を発現する標的細胞を光刺激に暴露することにより標
的細胞を刺激することを含む、核酸。
【請求項１８】
前記標的細胞がニューロンである、請求項１７に記載の核酸。
【請求項１９】
前記刺激が、ニューロンの活動電位をコントロールすることを含む、請求項１８に記載の
核酸。
【請求項２０】
請求項１から３のいずれか一項に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質をコードする
核酸を含む哺乳動物神経細胞。
【請求項２１】
治療に使用するための、請求項２０に記載の哺乳動物細胞。
【請求項２２】
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請求項１に記載の光応答性イオンチャネルタンパク質と、光によって活性化する第二のイ
オンポンプとの組み合わせを含む組成物。
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